平成１６年度 県まちづくり支援センター委員会支援事業「学校へ行こう part 2」事業報告

社団法人 福岡県建築士会久留米支部 まちづくり委員会

久留米市立宮ノ陣小学校通学路改善委員会

	学校へ行こう－part2

久留米市立宮ノ陣小での通学路の安全性確保に向けて
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久留米市立宮ノ陣小学校通学路改善委員会


	
	私たちが作成した「学校へ行こうpart2」は、通学路を含め、学校周辺の子供たちの安全について「交通事故」・「その他の危険性」について更なる改善のための研究を続け、その過程をまとめた冊子です。

校庭面積が文部省基準面積をクリアしていること、モデル校として提案が幅広く実施しうる要素を持っていることなどから、久留米市宮ノ陣小学校をモデル校としました。

建築士会・住民（小学校・校区住民）・行政（教育委員会・警察署）とのコラボレーション（協働）からなる通学路改善委員会をたちあげ、モデル校での通学に関するアンケートによる意識・実態の把握と通学路の安全性確保に向けての「校区点検地図」の作成を行い、学年別、通学路別、地域別、道路幅員別にプロットし、分析しました。


建築士会からは、過去「part 1」で次の5点を提案しました。

1. 学校を地域のセンターとして位置付ける。そのためにグラウンド整備・自然の植栽整備を行い、防災施設、コミュニティー施設としても機能するように地域に解放する。
2. 学校の中での生徒の安全確保のため、ブロック塀等で仕切られた場所を極力無くす。解き放たれた雰囲気で、伸び伸び学べる環境を提供していく。

3. 緑や森の維持管理には地域のボランティアの方々の協力が不可決である。その為には周辺住民の方々に校庭を開放し、学校を身近に感じてもらい、ボランティア活動するその姿を子どもに見てもらい、教育として活用する。

4. 学校周辺の通学路の安全性を確保し、学校周辺の狭隘道路については、時間帯一方通行もしくは時間帯車両通行止めの規制を警察と市が連携して行う。更に、バリアフリーが叫ばれている今、安全に通行できる歩道を確保する。

5. 自然を身近に感じ、その成長過程を学び、卒業後も思い出に残る鎮守の森のような空間を作っていく。

	また、一昨年のアンケート調査結果である「校区点検地図」を元に、校区PTAの方々は通行量調査を実施し、行政（警察・市道路課・県土木事務所等々）に向け、「現場」を対象に、「現場」に立って「現場」の改善計画を立案する行動が重ねられ、校区の通学路の改善が成されるまで、モデル校の保護者は、毎朝通学時間帯に危険箇所数カ所で交通安全指導を実施しています。
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今日、地方分権・地方・住民主体のまちづくりが主要な社会テーマのひとつとなってきています。とりわけ“創造”を業とする建築・都市計画分野では、今後を見据えた「主要でありつづける」テーマです。
この時、問題発見の重要性とともに、「いかに解決するか」という方法・進め方は多様であると同時に、実は、地道な努力のつみ重ね、多くの関係者との協力・協働と長期的な見通し、リーダーシップ等が大切ですが、これが実に難しくなります。

この冊子は①さまざまな進め方、取り組み方の一つの実践例であること、②とにかく結果として“成果を生んだこと”を“実現”させたこと、の2点で貴重な冊子と言えるでしょう。

　ご活用頂けますよう、配布用に準備しております。遠慮無く申しつけ下さい。






